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今月の会員さんは紙加工技術の発展を通じて地域貢献を

目指す宮内紙工爛の宮内淳也氏にお話を伺いました。

所 在 地

創 業 /設 立

営 業 内 容

四国中央市上分町79-4

昭不日34年 5月 /昭不日40年 7月

紙管製造、ラミネート加工

67名

0896-58-3012

0896-58-3014

https://miyauchi― sk.jp/

代表取締役 宮 内 哲 也 氏
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取 締 役 宮内 淳也 氏
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〔代表者略歴 口事業概要〕

昭和34年5月 、宮内守商店として紙紐の製造を開始。その後、昭和40年にトイ
レットペーパー用紙管の製造を開始し、同年7月 には宮内紙工有限会社を設立し

ました。昭和58年には宮内紙工株式会社へ組織変更し、現在に至っています。

その後、ラミネートエ場の建設や設備導入を進め、生産体制の強化を図つてきまし

た。平成15年には観音寺工場を建設し、ドライラミネート機を導入。さらに令和元

年には観音寺第2工場を建設し、押出ラミネート機を稼働させるなど、事業の拡大

を進めています。現在は紙加エメーカーとして事業を展開し、フィルム基材へのラ

ミネートなど複合基材の加工にも取り組んでいます。

〔経営理念〕
【宮内淳也氏】

社是として掲げる「進歩」の精神のもと、技術力の向上と品質の追求に取り組ん

でいます。変化する製品ニーズや社会環境に対応するため、設備の充実や技術の研鑽を重ね、より高品質な

製品づくりを目指しています。また、ものづくりを通じて地域社会や産業の発展に貢献する企業であり続けるこ

とを大切にしており、社員一人ひとりが責任と誇りを持って日々の業務に取り組んでいます。

〔今後の展望〕

今後は、これまで培つてきたラミネート加工技術や紙加工技術をさらに発展させ、多様化する市場ニーズに
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対応した製品づくりを進めていきます。特に薄紙ヘ

の高品質なラミネート加工を強みとして、生産体制の

強化や新たな加工技術の導入を進め、より付加価値

の高い製品の提供を目指しています。また、人材育

成にも力を入れるとともに、紙加工やものづくりに興

味のある方を募集しています。今後も人材の育成を

通じて、技術の継承と企業の発展に取り組んでいき

ます。
【押出ラミネート機械と本社外観】

メこE走共済・地偏曼特約 セットの加入でより安心
休 業 対 応 応援共済 事業活動の再開を支援します

お問い合わせは、

四国中央商工会議所へ (TEL:58-3530)

鶉―県共済―安心のための身近な共済

憂媛県火災共済協同組合 【県共済HP】

TEL:089-945-1313   https:〃 ehime― kyosai oRjp/〒77誹 0003蕉島県三好市池田町サラタ]674]

TEL.0883-72-0523 URL.https:〃 dP778.co.iP/
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写真撮影・ 動画作成

お気軽にこ相談ください !
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